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第
一
節

「
調
和
の
と
れ
た
生
活
・
交
流
基
盤
の
ま
ち
づ
く
り
」

自
然
と
調
和
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
整
備
に
努
め
、
高
度
情
報
化
に
対
応

で
き
る
情
報
通
信
網
の
整
備
、
緊
急
時
の
防
災
・
消
防
体
制
の
強
化
、
土
地
の

民
間
利
用
の
促
進
、
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
充
実
、
鉄
道
・
町
営
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
い
ま
す
。

第
二
節

「
快
適
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

町
全
体
を
公
園
に
見
立
て
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
自
然
環
境
の
保
全
と

活
用
、
公
害
防
止
対
策
の
充
実
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
高
齢
者

に
優
し
い
住
宅
施
策
、
水
の
安
定
供
給
を
図
り
、
町
の
自
然
環
境
の
保
全
の
た

め
に
下
水
道
整
備
を
進
め
る
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
い
ま
す
。

第
三
節

「
お
も
い
や
り
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

町
民
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
、
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、
地
域
福
祉
・
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
小
子
高
齢
化
対
策
の
積
極
的
な
実
施
、
国
民
健
康
保
険
の
加

第
四
節

「
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

人
間
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る
学
校
教
育
、
豊
か
な
人
生
の
創
造
を
目
指
す
生

涯
教
育
の
充
実
、
芸
術
・
文
化
活
動
の
充
実
、
貴
重
な
文
化
財
の
保
護
、「
日

本
最
古
の
石
博
物
館
」
で
の
文
化
交
流
の
展
開
、
明
日
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
り
、
女
性
の
社
会
活
動
参
加
の
増
加
に
よ
る
男
女
協
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

第
五
節

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
と

創
造
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

豊
か
な
自
然
の
地
域
資
源
を
い
か
し
た
産
業
整
備
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、

農
林
業
の
後
継
者
育
成
、
農
産
物
・
林
産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
る
高

付
加
価
値
化
、
漁
業
環
境
の
整
備
、
水
産
資
源
の
有
効
活
用
、
定
住
を
促
進
し

地
域
に
活
性
を
も
た
ら
す
商
業
の
振
興
、
地
場
産
業
・
既
存
産
業
の
育
成
、
魅

力
有
る
観
光
地
づ
く
り
、
勤
労
者
福
祉
の
充
実
な
ど
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
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第
一
節

「
調
和
の
と
れ
た
生
活
・
交
流
基
盤
の
ま
ち
づ
く
り
」

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
安
全
・
便
利
・
快
適
な
居
住

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
土
地

利
用
の
確
立
、
道
路
網
、
上
下
水
道
、
情
報
通
信
な
ど
の
生
活
基
盤
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

第
二
節

「
快
適
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

地
球
環
境
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
優
れ
た
自
然
環
境

を
保
有
す
る
七
宗
の
特
色
を
生
か
し
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
節

「
お
も
い
や
り
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

生
涯
を
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
快
適
居
住
空
間
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
を
支
え
る
生
活
環
境
施
設
・
シ
ス
テ
ム
の
向
上

と
、
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
量
的
充
足
と
質
的
向
上
を
図
り
ま
す
。

第
四
節

「
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

人
々
の
生
活
様
式
や
価
値
観
が
多
様
化
し
、
量
か
ら
質
へ
、
モ
ノ
か
ら
心
へ

と
価
値
観
が
変
化
し
て
お
り
、
ゆ
と
り
や
う
る
お
い
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
へ

の
関
心
、自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
こ
れ
か
ら
は
、
豊
か
な
心
を
育
み
な
が
ら
、
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
や
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。第

五
節

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
と

創
造
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

第
一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
ま
で
多
様
で
調
和
の
と
れ
た
産
業
振
興
を
図

る
こ
と
は
、
豊
か
で
自
立
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
す
。
特
産
作
物
を
中
心
と
す
る
農
林
業
の
一
層
の
振
興
、
そ
し
て
、
後

継
者
の
確
保
を
促
す
魅
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
多
様
に
進
め
ま
す
。


